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■
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ク
ラ
ブ
」
っ
て
何
で
す
か
？

　
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
は
、
地
域

住
民
サ
ポ
ー
タ
ー
と
多
職
種
の
職

域
サ
ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
み
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
早
期

に
支
援
す
る
活
動
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
認
知
症
の
本
人
と
家
族
も

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま

す
。
も
と
も
と
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ク
ラ
ブ
」
は
平
成
１１
年
に
立
ち
上

げ
た
在
宅
家
族
介
護
者
の
会
で
す
。

23
年
間
の
活
動
を
通
し
て
、
た
く

さ
ん
の
人
が
繋
が
り
、
多
く
の
こ

と
を
学
び
合
い
ま
し
た
。
私
自
身

も
両
親
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
に
、

慌
て
ず
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
令
和
４
年
２
月

に
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
し
て
の

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
」
を
発

足
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
８
割

が
介
護
経
験
者
で
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ
っ
て
何
で
す

か
？

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
チ
ー
ム
オ

レ
ン
ジ
の
活
動
の
一
環
で
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

が
気
軽
に
集
い
、
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
認
知
症
状

の
悪
化
防
止
、
相
互
交
流
や
情
報

交
換
が
で
き
る
活
動
の
場
で
す
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
が
運
営
　

す
る
認
知
症
カ
フ
ェ
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
カ
フ
ェ
」
は
、
令
和
４
年
４

月
に
廿
日
市
市
友
田
に
あ
る
友
和

の
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
毎
月
第
３

木
曜
日
の
１４
時
か
ら
１６
時
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
で
は
、

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
分
野
を
生
か
し
、
楽
し
く
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
専
門
職
と
連
携

し
、
認
知
症
の
当
事
者
の
見
守
り

を
し
た
り
、
介
護
者
に
寄
り
添
い

お
話
を
傾
聴
し
た
り
と
ま
だ
初
め

の
第
一
歩
で
す
。
参
加
し
た
人
か

ら
の
「
楽
し
か
っ
た
！
ま
た
来
ま

す
」
の
言
葉
が
何
よ
り
の
励
み
で

す
。

■
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
た
い
こ
と
を
ど
う
ぞ
！

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
人
と
人

の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
強

く
思
い
、
こ
の
活
動
の
意
義
を
感

じ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
限
ら
ず
、

気
軽
に
話
が
で
き
る
場
所
、「
助

け
て
！
」
と
言
え
る
繋
が
り
を
一

緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
お
こ
り
う

る
病
気
で
す
。
令
和
７
年
に
は
65

歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
罹り

患か
ん

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
若
年
で
認

知
症
に
な
る
人
も
い
ま
す
。
い
つ

自
分
や
家
族
、
友
人
、
知
人
が
認

知
症
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。　

認
知
症
に
な
る
こ
と
は
、「
何

も
で
き
な
く
な
る
こ
と
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
早
期
に
正
し
い
治
療

を
始
め
、
必
要
な
支
援
を
受
け
る

こ
と
で
、
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、

こ
れ
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
早
め
に

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

認
知
症
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
い
ま

す
。
電
話
相
談
や
自
宅
に
伺
う
こ

と
も
可
能
な
の
で
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
つ

か
い
ち
東
部
　
緯
運
９
１
５
８

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
つ

か
い
ち
中
部
　
緯
欝
４
５
８
０

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
つ

か
い
ち
西
部
　
緯
運
９
０
６
６

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
い
き
　

緯
演
２
８
２
８

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
お
の
　

緯
詠
０
２
５
１

■ 自己診断テスト
陰自分で電話番号を調べて、電話をかけることができますか できる できない
隠リーダーとして、何かの行事の企画や運営を行うことができますか できる できない
韻何かの会の世話係や会計係を務めることができますか できる できない
吋ひとりでバスや電車を利用して、あるいは車を運転して、でかけるこ
とができますか できる できない

右見知らぬ場所へひとりで計画を立てて旅行することができますか できる できない
宇決まった分量の薬を決まった時間に飲むことができますか できる できない
烏貯金の出し入れや、家賃や公共料金の支払い、家計のやりくりなど、
家計を管理することができますか できる できない

羽日用品の買い物をすることができますか できる できない
迂請求書の支払いができますか できる できない
雨自分で銀行預金・郵便貯金の出し入れができますか できる できない
卯年金や税金の申告書をひとりで作成することができますか できる できない
鵜自分で食事の用意ができますか できる できない
窺自分で掃除ができますか できる できない
丑洗濯物・食器などの整理ができますか できる できない
碓手紙や文章を書くことができますか できる できない

９
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

９
月
２１
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す

「できる」は１点、「できない」は０点　 「できる」と回答した数（　）点
７４歳以下 ： １１点以上→問題なし　１０点以下→要注意
７５歳以上 ： ９ 点以上→問題なし　 ８ 点以下→要注意

　要注意の人は、認知症の始まりの可能性が
あるため、専門医や地域包括支援センターな
どに相談しましょう。問題なしの人も、生活
習慣を見直して予防に努めましょう。

出典：「指導者のための介護予防完全マニュアル　包括的なプラン作成のために」　監修：（財）東京都高齢者研究・福祉振興財団、東京都老人総合研究所　鈴木隆雄、大渕修一

認
知
症
に
関
す
る
相
談

問い合わせ　
　地域包括ケア推進課
　緯運９１６7

「認知症」かな？困ったときは
ひとりで悩まず相談を

早期発見することで
症状を遅らせること
ができます

　「おかしいな」「困ったな」ということがあれば、まずは相談を。特に
まわりの人が「以前と違う」と感じたら早期の対応をおすすめします。

もの忘れ相談会

地域 と　き 会　場 申込先

廿日市西部 ９ 月 7 日㈬
陰１3:００～１４:００
隠１４:００～１５:００
韻１５:００～１６:００

学研廿日市市多世代サポー
トセンター

地域包括支援センターはつかいち西部
緯運９０６６　姉運９０６7

廿日市中部 ９ 月１４日㈬
陰９:００～１０:００
隠１０:００～１１:００
韻１１:００～１2:００

地域包括支援センター中部 地域包括ケア推進課
緯運９１６7　姉欝１６１１廿日市東部 ９ 月2１日㈬ 山崎本社　

みんなのあいプラザ
佐伯 ９ 月 ９ 日㈮ 佐伯支所

地域包括支援センターさいき
緯演2８2８　姉演０４１５吉和 ９ 月2６日㈪ 陰１3:００～１４:００

隠１４:００～１５:００
吉和福祉センター

（すこやかプラザ）
大野 ９ 月27日㈫ 陰１3:００～１４:００

隠１４:００～１５:００
韻１５:００～１６:００

大野支所 地域包括支援センターおおの
緯詠０2５１　姉奄１3０7宮島 ９ 月2０日㈫ 宮島福祉センター

認知症を正しく理解し、
安心して暮らすためのさま
ざまな情報が載っています

◀「認知症あんしんガイドブック」は地域包括ケア推進
課または各地域包括支援センターで配布しています。

「もの忘れがひどくなってきた」「ぼんやりしている
ことが多くなった」など気になることはありません
か？自身や家族のもの忘れ相談会を ９ 月から毎月開
催します。気軽にご相談ください。

■対象者　もの忘れや認知症の心配のある人およびその家族
■相談時間　１ 人 ６０ 分（無料）
■申込方法　予約申込先へ電話またはファクスで申し込み
　　　　　　（要予約）

▲リフレッシュカフェのメンバー。
左から 3 番目が吉本さん。温かさを
感じるオレンジ色は「手助けします」
という意味を持っています

▲スマートフォンの使い方を参加者同士
で教え合い交流を深めています

認
知
症
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
い
る

吉よ
し

本も
と

い
づ
み
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

※ １０ 月以降の日程は、市ホームページまたは広報はつかいちで確認してください




